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会
長
就
任
あ
い
さ
つ

昨
年
１２
月
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
県

民
児
協
理
事
会
の
ご
推
挙
を
た
ま
わ
り
、

会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
身
に
あ

ま
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

今
回
の
改
選
に
よ
る
任
期
満
了
に
伴

い
退
任
さ
れ
ま
し
た
、
前
会
長
竹
内
昌

信
様
を
は
じ
め
理
事
、
評
議
員
の
皆
様

の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と
ご
労
苦
に

対
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

微
力
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
副

会
長
を
は
じ
め
、
理
事
、
評
議
員
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

奮
闘
努
力
、
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
方
々
の
た
め
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

昨
年
１０
月
の
台
風
１９
号
で
は
本
県
も

大
き
な
被
害
を
受
け
、
ま
た
本
年
１
月

に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
小
中
高
の
休
校
、

不
要
不
急
の
外
出
の
対
応
が
要
請
さ
れ

る
等
、
子
ど
も
達
の
生
活
支
援
や
高
齢

者
、
障
害
者
、
児
童
等
、
各
分
野
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
継
続
等
が
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
児
協
と
し
て
の
活
動
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
の
中
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
一
人
ひ
と
り
が
使
命
感
を
持
っ
て
、

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
と
と

も
に
、
地
域
関
係
団
体
の
方
々
と
も
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
相
談
、
つ
な
ぐ
、

見
守
り
等
、
一
層
の
活
動
が
必
要
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
相
互
の
連
携

と
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

願
い
、
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
民
児
協
副
会
長宇

佐
美
�
郎

昨
年
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
県
民
児
協

理
事
会
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
会
長
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。
倉
持
会
長
を
補
佐
し
、

県
民
児
協
の
発
展
に
、
微
力
で
す
が
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
た

め
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
困
惑
と
不

安
の
中
で
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
民

児
協
の
活
動
に
お
い
て
も
、
多
く
の
大
切

な
会
議
や
研
修
が
縮
小
、
中
止
に
な
る
な

ど
、
苦
渋
に
満
ち
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
中
に
あ
っ
て
も
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
も
ち
ろ
ん

自
身
の
健
康
が
最
優
先
で
す
が
、
で
き
る

限
り
に
お
い
て
、
住
民
の
相
談
役
、
行
政

な
ど
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
任
務
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
事
態
の
一
応
の

収
束
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
一
部
住
民

の
方
々
の
健
康
不
安
や
経
済
的
な
困
窮
は
、

後
遺
症
と
し
て
残
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
覚
悟
を

持
っ
て
活
動
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。最

後
に
、
委
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
ま
す
。

県
民
児
協
副
会
長今

郡

利
夫

昨
年
１２
月
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
県
民

児
協
理
事
会
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、

副
会
長
を
拝
命
し
、
役
職
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

任
期
中
は
、
倉
持
会
長
を
補
佐
し
、
県

民
児
協
の
発
展
に
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、

役
目
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
在
で
す
の
で
、

委
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
、
核
家
族
化
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
我
々
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
も
多
様
化
し

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

�

県
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男
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て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
行
政
、
地
域
、
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
援
助
を
行
う
事
が
不
可
欠

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
委
員
皆
様
の

活
動
に
も
支
障
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

十
分
気
を
つ
け
て
活
動
し
て
下
さ
い
。

最
後
に
、
副
会
長
就
任
に
あ
た
り
皆
様

方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

県
民
児
協
副
会
長中

村

弘
行

昨
年
１２
月
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
県
民

児
協
理
事
会
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
副

会
長
の
重
責
を
拝
命
し
、
役
職
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
倉
持
会
長
を
補

佐
し
、
県
民
児
協
の
円
滑
な
運
営
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
は
、
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
の

中
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
地
域
住

民
の
減
少
・
近
所
付
合
い
、
互
助
関
係
の

希
薄
化
な
ど
に
よ
る
地
域
力
の
減
衰
な
ど
、

数
多
く
の
問
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
解
決
策
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
う
一
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
基
本
に
立
ち
返
っ
て
み
る
こ
と
も
、
今

後
の
活
動
の
糧
に
な
る
か
と
考
え
ま
す
。

・
自
ら
の
地
域
に
隣
人
愛
を
持
っ
て
奉
仕

す
る
。

・
自
ら
の
視
点
で
地
域
の
実
情
を
把
握
し
、

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
作
り
、
か

つ
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
。

・
自
ら
も
地
域
住
民
の
立
場
で
活
動
し
、

相
談
相
手
と
関
係
先
と
の
つ
な
ぎ
役
と

な
り
、
住
民
視
点
で
意
見
具
申
を
行
う
。

高
く
理
想
の
眉
を
上
げ
、
助
け
を
求
め

て
い
る
方
々
に
寄
り
添
う
活
動
を
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

活
躍
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
に
お
け
る

住
民
相
談
や
援
助
活
動
等
を
通
じ
て
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
社
会
に

お
け
る
住
民
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な

ど
に
伴
い
、
高
齢
者
へ
の
詐
欺
事
件
や
、

老
老
介
護
、
児
童
虐
待
な
ど
、
生
活
課
題

も
ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
へ
の
期
待

は
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、

茨
城
県
内
に
お
い
て
も
感
染
が
拡
大
す
る

な
ど
、
影
響
が
各
方
面
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

感
染
拡
大
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
世

帯
等
に
向
け
た
生
活
資
金
の
貸
付
に
お
い

て
、
貸
付
原
資
を
積
み
増
し
、
対
象
世
帯

を
拡
大
す
る
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

か
ね
て
よ
り
、
こ
の
生
活
資
金
の
貸
付
制

度
に
お
い
て
、
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
窓

口
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
対
象
世
帯
の
拡
大
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
旗
振
り
役
と
し

て
率
先
し
て
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
の
活
動

の
支
援
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
〜

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
指
導
課
長

森

田

達

也
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令令和和２２年年度度 事事業業計計画画書書・・収収支支予予算算書書

１ 運営方針

今日、個人や世帯を取り巻く環境が大きく変化し、地
域においては人と人とのつながりが希薄するなか、社会
的孤立、貧困、虐待、ひきこもり等住民の抱える課題は
複雑・多様化し、地域においてはさまざまな支援を必要
とする人が増加しています。
さらに、自然災害が相次いでおり、地域における住民

同士の支え合いの仕組みづくりが重要性を増すなかに
あって、民生委員・児童委員への期待は一層大きなもの
となっています。
私たち民生委員・児童委員は、その力を合わせ、誰も

が笑顔で、安全に、安心して暮らせる社会づくりへの取
り組みを進めて行くことが期待されています。
そのため、今年度は活動スローガン「支え合う 住み

よい社会 地域から」並びに、「民生委員制度創設１００周
年活動強化方策」及び「児童委員制度創設７０周年 全国
児童委員活動強化推進方策２０１７」を踏まえ、地域版活動

強化方策の作成について検討を進めていきます。
民生委員・児童委員制度やその活動を広く社会に周知

するとともに、全民児連との連携・協働を通じ、日常的
な見守り活動等を通して、これからも地域に密着した活
動を進め、地域福祉の向上に貢献していきます。

２ 重点目標

� 地域の実情を把握し、支援を必要とするあらゆる
人びとが孤立することがないよう訪問や見守り、相
談活動の推進

� 虐待やいじめ、体罰、犯罪被害、貧困の連鎖など
から子どもたちを守り、健やかな成長を支えるため
の取り組みの推進

� 住民の多様な生活課題に対応するため、地域の幅
広い関係者との連携とともに、住民同士のつながり
を強め、支え合い、助けあうことができるまちづく
りの推進
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事 項

・民児協いばらき８５号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・主任児童委員連絡会委員長会議【書面による協議】

・監事会
・理事会【書面による決議】
・民児協いばらき８５号編集委員会【書面による協議】
・児童福祉部会【書面による協議】
・主任児童委員連絡会委員長会議【書面による協議】
・評議員会【書面による決議】

・互助事業運営委員会
・民児協いばらき８５号編集委員会【書面による協議】
・民児協いばらき８５号発行（１５日）【延期】
・市町村民生委員児童委員協議会 会長・
副会長合同研究協議会【１月に延期】

・主任児童委員連絡会委員長会議
・主任児童委員研修会（３０日水戸市）【延期】

・民生委員児童委員全体研修会（３１日水戸市）

・互助事業運営委員会
・理事会
・市町村民生委員児童委員教室【延期】
県北・県央・鹿行地域（１０～１１日大洗町）
県南・県西地域 （１７～１８日大洗町）

・民児協いばらき８６号編集委員会
・第３９回茨城県民生委員児童委員大会（３０日水戸市）

・民児協いばらき８６号編集委員会
・主任児童委員連絡会委員長会議

・民児協いばらき８６号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・互助事業運営委員会

・民児協いばらき８６号発行（１５日）
【市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会】
【県北・県央・鹿行地域（２８～２９日大洗町）】

・正副会長及び総務委員合同会議
【市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会】
【県南・県西地域 （１６～１７日大洗町）】

・互助事業運営委員会
・理事会
・評議員会

月
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５

６

７
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２

３

令和元年度第５回理事会（３月９日）及び第３回評議員会（３月２７日）
において、令和２年度事業計画書及び収支予算書が承認されました。

�

※新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から当初計画
を変更したものは，変更結果を【 】で示しています。

民生委員活動
推進事業費
１，６５９，０００円（２�８％）

民生委員活動
推進事業費
３５，７１８，１００円
（６２�８％）

互助事業費
１２，３７１，０００円
（２０�６％）

【経常収益】

【経常費用】

経常収益
６０，００２，０００円

経常費用
５６，９０２，０００円

法人会計
４５，９７２，０００円
（７６�６％）

法人会計
１０，１９８，６００円
（１７�９％）

互助事業費
１０，９８５，３００円
（１９�３％）

第８５号 ２０２０年（令和２年）７月１５日民児協いばらき



令令和和元元年年度度 事事業業報報告告書書・・収収支支決決算算書書（（計計算算書書類類等等））

事業報告
１ 協議会の運営
○理事会（５回）
○監事会（１回）
○評議員会（３回）
○正副会長会議（９回）
○部会、専門委員会
・総務委員会（５回）
・編集委員会（８回）
・児童福祉部会（１回）
・主任児童委員連絡会常任委員

委嘱状交付式（１回）
・主任児童委員連絡会委員長会議（５回）
・互助事業運営委員会（４回）

２ 研究協議会等の開催
○市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会（２会場）

○市町村民生委員児童委員教室（２会場）
○民生委員児童委員全体研修会（１会場）
○主任児童委員研修会（１会場）

３ 全国会議等への参加
○民生委員・児童委員リーダー研修会

○全国主任児童委員研修会
○民生委員・児童委員のための相談技法研修会
○関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会
○都道府県・指定都市民生委員児童委員協議会事務
局会議
○第８８回全国民生委員児童委員大会（中止）

４ 市町村民生委員活動の推進
○指定民児協
・大子町民生委員児童委員協議会
・阿見町民生委員児童委員協議会
・笠間市友部地区民生委員児童委員協議会
・常総市水海道地区民生委員児童委員協議会

５ 茨城県民生委員児童委員大会
○第３８回茨城県民生委員児童委員大会（１会場）

６ その他の主な事業
○「民生委員児童委員の日活動強化週間」の取り組
み強化（５月１２日～１８日）
○情報の提供
・民児協いばらきの発行（２回）
○互助事業の実施
・全国民生委員児童委員互助事業及び県互助事業
の実施
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�

令和２年度第１回理事会（５月１４日）及び第１回評議員会（５月２９日）（どちらも書面による協議）において，令和元年度の事業
報告書及び収支決算書（計算書類等）が承認されました。

民生委員活動
推進事業費
３０，７００，２３０円
（５０．２％）

【経常費用】

経常費用
６１，１８４，７０５円

法人会計
８，５８７，６０３円
（１４．０％）

互助事業費
２１，８９６，８７２円
（３５．８％）

民生委員活動
推進事業費
１，６４８，０００円（２．７％）

互助事業費
１２，３０８，２３７円
（２０．５％）

【経常収益】

法人会計
４５，９５７，５９２円
（７６．８％）

経常収益
５９，９１３，８２９円

２０２０年（令和２年）７月１５日 第８５号民児協いばらき



前
鯨
井
登
美
子
会
長
の
後
任
と
し
て
３

年
の
間
、
副
会
長
・
役
員
の
皆
様
そ
し
て

県
内
５
０
０
０
余
名
の
各
地
区
委
員
の
皆

様
、
さ
ら
に
事
務
局
長
と
職
員
そ
の
他
多

く
の
方
々
の
ご
助
言
と
ご
尽
力
を
賜
り
、

会
長
の
重
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
は
私
の
人
生
の
宝

で
あ
り
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
５
月
１
日
、
新
天
皇
が
誕
生
さ
れ
、

元
号
が
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
、
国
民

が
「
平
和
で
輝
か
し
い
希
望
の
持
て
る
時

代
」
と
、
今
後
に
期
待
に
胸
躍
ら
せ
た
矢

先
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
と

い
う
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
報
道
が
流
れ
、

「
感
染
爆
発
」
や
「
緊
急
事
態
宣
言
」
な

ど
聞
き
な
れ
ぬ
言
葉
と
同
時
に
、
経
済
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
等
の
生
活
関
連

規
制
や
行
事
の
延
期
、
さ
ら
に
生
命
を
脅

か
す
不
安
内
容
の
報
道
が
連
日
続
い
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
大

正
・
昭
和
・
平
成
と
そ
れ
ぞ
れ
に
特
性
あ

る
時
代
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
時
代
環
境
の

中
で
生
き
る
人
々
が
抱
え
る
社
会
問
題
に

対
し
、
先
達
は
力
強
い
奉
仕
努
力
を
重
ね
、

１
０
４
年
の
歴
史
を
築
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
再
任
・
新
任
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
様
は
、
関
係
機
関
の
感
染
防

止
要
請
を
遵
守
し
、
委
員
自
身
や
地
域
住

民
の
「
命
を
守
る
」
と
い
う
任
務
の
重
大

性
を
認
識
し
、
医
療
機
関
が
一
日
も
早
い

「
救
命
新
薬
の
生
産
と
患
者
救
済
対
策
」

の
整
備
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
止

み
ま
せ
ん
。

結
び
に
こ
れ
か
ら
の
茨
城
県
民
児
協
の

益
々
の
発
展
と
、
委
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

役
員
・
評
議
員
退
任

令
和
２
年
２
月
の
臨
時
評
議
員
会
に
お

い
て
、
次
の
役
員
及
び
評
議
員
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
な

さ
い
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
理

事
竹
内

昌
信
（
小
美
玉
市
）

佐
野

道
夫
（
土
浦
市
）

大
内

元
一
（
水
戸
市
）

安

正
機
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

鈴
木

直
美
（
結
城
市
）

�
橋

章
夫
（
取
手
市
）

加
藤

護
（
那
珂
市
）

中
野

篤
（
久
慈
郡
）

柴

義
則
（
茨
城
県
）

●
監

事
久
保
田
敏
雄
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

菅
谷
與
志
雄
（
鉾
田
市
）

井
坂

幸
子
（
那
珂
郡
）

●
評
議
員

矢
田
部
秀
夫
（
水
戸
市
）

杉
下

赫
子
（
水
戸
市
）

荒
井

暁
（
水
戸
市
）

緑
川

昭
廣
（
日
立
市
）

岡
田

清
（
土
浦
市
）

大
橋

修
（
古
河
市
）

三
輪

康
史
（
石
岡
市
）

石
崎

修
（
結
城
市
）

中
山
美
代
子
（
常
総
市
）

鈴
木

一
（
常
陸
太
田
市
）

遊
座

健
一
（
北
茨
城
市
）

原
田

敏
子
（
笠
間
市
）

中
島

定
子
（
つ
く
ば
市
）

鈴
木
勝
太
郎
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

梅
澤
美
和
子
（
鹿
嶋
市
）

村
田

昌
（
守
谷
市
）

川
野
辺
耕
機
（
常
陸
大
宮
市
）

花
島
美
津
子
（
坂
東
市
）

黒
田

久
夫
（
稲
敷
市
）

坂

稔
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

小
河
原

武
（
桜
川
市
）

原

直
俊
（
神
栖
市
）

白
鳥

治
代
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

石
橋

吉
生
（
小
美
玉
市
）

阿
久
津
み
さ
子
（
東
茨
城
郡
）

黒
澤

達
（
那
珂
郡
）

根
本

和
一
（
久
慈
郡
）

須
澤

哲
郎
（
結
城
郡
）

猪
瀬

晴
男
（
猿
島
郡
）

退
任
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
前
会
長

竹

内

昌

信
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役

員

紹

介

民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ

り
役
員
及
び
評
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

令
和
２
年
２
月
開
催
の
評
議
員
会
及
び
理

事
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

●
役

員

会

長

倉
持

嘉
男
（
坂
東
市
）

副
会
長

宇
佐
美
�
郎
（
日
立
市
）

副
会
長

今
郡

利
夫
（
神
栖
市
）

副
会
長

中
村

弘
行（
ひ
た
ち
な
か
市
）

理

事

菊
地

則
行
（
水
戸
市
）

理

事

羽
成

利
広
（
土
浦
市
）

理

事

坂
野

徹
（
下
妻
市
）

理

事

三
國

省
治
（
高
萩
市
）

理

事

飯
泉

孝
司
（
つ
く
ば
市
）

理

事

大
森

猛
（
常
陸
大
宮
市
）

理

事

大
久
保
芳
雄
（
筑
西
市
）

理

事

黒
田

伸
治
（
稲
敷
市
）

理

事

羽
生
成
一
郎
（
行
方
市
）

理

事

伊
藤

清
悦
（
稲
敷
郡
）

理

事

中
野

傳
功
（
北
相
馬
郡
）

常
務
理
事

加
藤

祐
司

監

事

田
中

重
信
（
古
河
市
）

監

事

常
井

滋
（
笠
間
市
）

監

事

柳
生

進
（
守
谷
市
）

●
評
議
員

﹇
水
戸
市
﹈

奥
田

俊
裕

坂
口
し
づ
子

堀
野

�
子

﹇
日
立
市
﹈

佐
藤

薫

小
林
惠
美
子

﹇
土
浦
市
﹈

伊
勢

重
憲

岩
�

榮
勝

﹇
古
河
市
﹈

小
嶋

崇
幸

﹇
石
岡
市
﹈

金
子

�
二

﹇
結
城
市
﹈

渡
邉

惠
一

﹇
龍
ケ
崎
市
﹈

三
浦

能

﹇
下
妻
市
﹈

長
谷
川

忠

﹇
常
総
市
﹈

瀬
�

欣
一

﹇
常
陸
太
田
市

﹈
松
本

幸
雄

﹇
高
萩
市
﹈

沼
田

俊
明

﹇
北
茨
城
市
﹈

渡
邊

修
二

﹇
笠
間
市
﹈

芥
川

麗
子

﹇
取
手
市
﹈

大
友

博
子

﹇
牛
久
市
﹈

谷
本

敦
史

﹇
つ
く
ば
市
﹈

酒
寄

美
保

本
田

啓
子

﹇
ひ
た
ち
な
か
市

﹈

沼
田

曉
美

吉
田

実

﹇
鹿
嶋
市
﹈

大
崎

春
三

﹇
潮
来
市
﹈

荒
原

茂

﹇
守
谷
市
﹈

西
川

洋
二

﹇
常
陸
大
宮
市

﹈
青
山

洋
子

﹇
那
珂
市
﹈

�
畑

淳

﹇
筑
西
市
﹈

鈴
木

正
志

﹇
坂
東
市
﹈

羽
富

明
則

﹇
稲
敷
市
﹈

久
保
木
善
信

﹇
か
す
み
が
う
ら
市

﹈

冨
田

博
美

﹇
桜
川
市
﹈

田
口

保

﹇
神
栖
市
﹈

岩
月

榮
子

﹇
行
方
市
﹈

邉
田

茂
雄

﹇
鉾
田
市
﹈

大
庭

作
藏

﹇
つ
く
ば
み
ら
い
市

﹈

野
村

俊
光

﹇
小
美
玉
市
﹈

長
島

洋
治

﹇
東
茨
城
郡
﹈

東
ヶ
�
静
仁

﹇
那
珂
郡
﹈

萩
谷

毅
彦

﹇
久
慈
郡
﹈

齋
藤

博
司

﹇
稲
敷
郡
﹈

篠
田

孝

﹇
結
城
郡
﹈

生
井

善
秋

﹇
猿
島
郡
﹈

篠
�

悦
子

﹇
北
相
馬
郡
﹈

有
賀

弘
康

部
会
・
専
門
委
員
会

◎
は
委
員
長
及
び
部
会
長

○
は
副
委
員
長
及
び
副
部
会
長

●
総
務
委
員
会

委

員

◎
黒
田

伸
治

〃

〇
坂
野

徹

〃

菊
地

則
行

〃

宇
佐
美
�
郎

〃

羽
成

利
広

〃

今
郡

利
夫

●
互
助
事
業
運
営
委
員
会

委

員

◎
大
森

猛

〃

〇
沼
田

曉
美

〃

大
庭

作
藏

〃

野
村

俊
光

〃

伊
藤

清
悦

〃

篠
�

悦
子

●
編
集
委
員
会

委

員

◎
中
野

傳
功

〃

〇
伊
勢

重
憲

〃

堀
野

�
子

〃

瀬
�

欣
一

〃

松
本

幸
雄

〃

冨
田

博
美

●
児
童
福
祉
部
会

委

員

三
國

省
治

〃

奥
田

俊
裕

〃

羽
生
成
一
郎

〃

飯
泉

孝
司

〃

三
浦

能

〃

渡
邉

惠
一

〃

大
平

忠
右

〃

塩
田

勝
二

〃

安
藤

美
穂

〃

佐
野

隆
之

〃

庄
司

京
子

〃

板
倉
は
る
み

●
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
福
祉
資
金
運
営
委
員
会

委

員

坂
口
し
づ
子

〃

吉
田

実

〃

大
久
保
芳
雄
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編

集

後

記
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●
県
保
健
福
祉
部
の
主
な
組
織
改
正

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
令
和
２
年
４
月
１
日
）

中
央
児
童
相
談
所
か
ら
２
つ
の
児
童
分

室
を
児
童
相
談
所
と
し
て
独
立
し
て
設
置

日
立
児
童
相
談
所

（
旧

中
央
児
童
相
談
所
日
立
児
童
分
室
）

鉾
田
児
童
相
談
所

（
旧

中
央
児
童
相
談
所
鹿
行
児
童
分
室
）

●
県
保
健
福
祉
部
の
人
事
異
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
令
和
２
年
４
月
１
日
）（
敬
称
略
）

部

長

木
庭

愛
（
留
任
）

福
祉
担
当
部
長

関

清
一
（
留
任
）

次
長
兼
医
療
局
長

吉
添

裕
明
（
留
任
）

次

長

村
田

隆
（
新
任
）

子
ど
も
政
策
局
長

滝

睦
美
（
新
任
）

厚
生
総
務
課
長

柴

義
則
（
新
任
）

健
康
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
長

栗
田

仁
子
（
留
任
）

福
祉
指
導
課
長

森
田

達
也
（
新
任
）

長
寿
福
祉
推
進
課
長

下
山
田
義
弘
（
新
任
）

障
害
福
祉
課
長

前
川

吉
秀
（
留
任
）

青
少
年
家
庭
課
長

山
本

晃
裕
（
新
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

関
根

正
弘
（
新
任
）

中
央
児
童
相
談
所
長

後
藤

幸
夫
（
新
任
）

日
立
児
童
相
談
所
長

小
松

正
光
（
新
任
）

鉾
田
児
童
相
談
所
長

根
本

幹
哉
（
新
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長

中
林

貴
紀
（
新
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長

根
本

栄
一
（
新
任
）

●
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
県
民
児
協
主
催
の

研
修
会
及
び
県
大
会
予
定

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
修
協
議
会

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

令
和
３
年
１
月
２８
日
（
木
）

〜
２９
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

令
和
３
年
２
月
１６
日
（
火
）

〜
１７
日
（
水
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
例
年
の
６
月

開
催
を
延
期
し
ま
し
た
。

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
延
期
し
ま
し

た
。
延
期
後
の
開
催
時
期
は
未
定

で
す
。

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会
【
県
内
全
域
】

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
延
期
し
ま
し

た
。
延
期
後
の
開
催
時
期
は
未
定

で
す
。

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
内
全
域
】

８
月
３１
日
（
月
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

○
第
３９
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

１０
月
３０
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

◎
研
修
会
及
び
県
大
会
（
延
期
し
た

も
の
も
含
む
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
今
後
も
中
止
又
は
内
容
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
編
集
委
員
会
を
書
面
に
よ
る

協
議
と
し
た
た
め
、
第
８５
号
の
発
行
日
が

例
年
よ
り
遅
れ
７
月
１５
日
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
了
解
願
い
ま
す
。

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり
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一般財団法人
茨城県民生委員児童委員協議会
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昨
年
１２
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
新
た
な

委
員
を
迎
え
、
今
年
２
月
に
は
、
会
長
と

３
名
の
副
会
長
が
信
任
さ
れ
、
茨
城
県
民

児
協
は
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
最
中「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

が
世
界
中
に
蔓
延
し
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
日
本
全
土
に

発
令
さ
れ
た
。「
密
集
・
密
閉
・
密
接
」

の
３
密
を
避
け
る
行
動
が
求
め
ら
れ
、
止

む
な
く
単
位
民
児
協
の
定
例
会
等
が
中
止

せ
ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

一
日
も
早
く
、
感
染
が
収
束
し
安
心
し

て
生
活
・
活
動
で
き
る
日
の
到
来
を
切
に

願
い
た
い
。「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
の
編

集
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水

戸

市

堀
野

�
子

土

浦

市

伊
勢

重
憲

常

総

市

瀬
�

欣
一

常
陸
太
田
市

松
本

幸
雄

か
す
み
が
う
ら
市

冨
田

博
美

利

根

町

中
野

傳
功

一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
す
。
是
非
、
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

利
根
町

中
野
傳
功

追
記

第
８５
号
の
発
行
に
あ
た
り
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
」
に
よ
り
、
編
集
会
議

が
で
き
ず
、
郵
送
に
よ
る
原
稿
の
校
正
等

事
務
局
長
と
職
員
の
方
に
ご
苦
労
を
お
か

け
致
し
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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